
循環注水冷却スケジュール（1/2）

東京電力ホールディングス株式会社
循環注水冷却

2021/7/29/現在

13 20 27 4 11 18 25 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

２、３号機 原子炉注水量の低減については、試運用期間を記載。
試運用期間のパラメータに異常がなければ、本運用へ移行となる。

2022/1月以降12月

下

分
野
名

括
　
り

作業内容 これまで１ヶ月の動きと今後６ヶ月の予定 9月

（実　績）
　・CST窒素注入による注水溶存酸素低減（継続）
　・ヒドラジン注入中（2013/8/29～） 現

場
作
業

10月 11月

上 中

備　考

循
環
注
水
冷
却

原
子
炉
関
連

循環注水冷却

（実　績）
　・【共通】循環注水冷却中（継続）

（予　定）
　・【2、3号機】タービン建屋内炉注水系による運転確認

　　　・2号機　２021/10/上旬
　　　・3号機　２021/11/中旬
　
　・【２、３号機】原子炉注水量の低減
　
　　　・2号機　２021/7/14～9/9
　　　・3号機　２021/8/16～10/14

現
場
作
業

8月

海水腐食及び
塩分除去対策

6月 7月

原
子
炉
格
納
容
器
関
連

窒素充填

　
（実　績）
　　・【１号】サプレッションチャンバへの窒素封入
　　　- 連続窒素封入へ移行（2013/9/9～）（継続）

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

原
子
炉
格
納
容
器
関
連

PCVガス管理

（実　績）
　　・【1号】PCVガス管理システムダストサンプリング
　　　　・希ガスモニタ，水素モニタ停止      A系：2021/6/14
　　　　・希ガスモニタ，水素モニタ停止      A系：2021/7/2

　　・【1号】PCVガス管理核種分析装置（Ｂ）修理工事
　　　　・希ガスモニタ停止      Ｂ系 ： 2021/7/5～7/7

　　・【1号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
          　・水素モニタ停止      B系 ： 2021/7/14
　

　　・【２号】PCVガス管理設備フィルター（A，B）交換
　　　　・PCVガス管理設備停止　A系：2021/6/15
　
　　・【2号】PCVガス管理システム 希ガスモニタ点検
　　　　・希ガスモニタ停止　　A系 ： 2021/6/24
　　　　・希ガスモニタ停止　　B系 ： 2021/6/25

　　・【2号】PCVガス管理システム ダストモニタヒータ回路修理
　　　　・希ガスモニタ停止　　A系 ： 2021/7/7
　　　　・希ガスモニタ停止　　B系 ： 2021/7/8

　　・【3号】PCVガス管理システム 希ガスモニタ点検
  　 　　・希ガスモニタ停止　　A系 ： 2021/6/24
　　　　・希ガスモニタ停止　　B系 ： 2021/6/25

　　・【3号】PCVガス管理システム ダストモニタヒータ回路修理
　　　　・希ガスモニタ停止　　A系 ： 2021/7/5
　　　　・希ガスモニタ停止　　B系 ： 2021/7/6

（予　定）
　　・【1号】PCVガス管理システム 水素モニタ点検
          　・水素モニタ停止      A系 ： 2021/8/17
         　 ・水素モニタ停止      B系 ： 2021/9/中旬

　　・【1号】PCVガス管理システム　ダストサンプリング
　　　　・希ガスモニタ，水素モニタ停止　A系：2021/8/20

　　・【1号】PCVガス管理システム　スイッチBOX修理
　　　　・抽気ファン、希ガスモニタ、水素モニタ停止（系統全停）：2021/9/中旬

現
場
作
業

【１，２，３号】原子炉圧力容器 原子炉格納容器 窒素封入中

【１，２，３号】継続運転中

CST窒素注入による注水溶存酸素低減

【１号】サプレッションチャンバへの窒素封入

【１，２，３号】循環注水冷却（滞留水の再利用）

原子炉・格納容器内の崩壊熱評価、温度、水素濃度に応じて、また、
作業等に必要な条件に合わせて、原子炉注水流量の調整を実施

略語の意味
CS：炉心スプレイ
CST：復水貯蔵タンク
PCV：原子炉格納容器
SFP：使用済燃料プール

ヒドラジン注入中

【２号】PCVガス管理設備A系停止

【1号】水素モニタB停止

【1号】水素モニタA停止 【1号】水素モニタB停止

【1号】希ガス・水素モニタA停止

【2、3号機】タービン建屋内炉注水系による運転確認
【2号機】

【3号機】

実施時期調整中

【３号】希ガスモニタB停止

【２号】希ガスモニタB停止

【２号】希ガスモニタA停止

【３号】希ガスモニタA停止

【2、3号機】原子炉注水量の低減
【2号機】

【3号機】

【３号】希ガスモニタB停止

【２号】希ガスモニタB停止

【２号】希ガスモニタA停止

【３号】希ガスモニタA停止

【1号】希ガスモニタＢ停止

実績反映

【1号】希ガス・水素モニタA停止

最新工程反映

実施時期調整中

最新工程反映

【1号】希ガス・水素モニタA停止

追加

【1号】抽気ファン、希ガスモニタ、水素モニタ停止（系統全停）
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循環注水冷却スケジュール（2/2）

東京電力ホールディングス株式会社
循環注水冷却

2021/7/29/現在

13 20 27 4 11 18 25 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

2022/1月以降12月

下

分
野
名

括
　
り

作業内容 これまで１ヶ月の動きと今後６ヶ月の予定 9月 10月 11月

上 中

備　考8月6月 7月

使
用
済
燃
料
プ
ー
ル
関
連

使用済燃料プール
循環冷却

（実　績）

　・【共通】循環冷却中（継続）

　・【1号】 SFP冷却設備計装品点検及び事務本館ケーブル修理
　　　・SFP一次系停止：2021/6/1　～　2021/6/25

　・【2号】 SFP冷却設備計装品点検及び事務本館ケーブル修理
　　　・SFP一次系停止：2021/6/1　～　2021/6/25

　・【3号】 SFP冷却設備計装品・配管・電動弁他点検及び事務本館ケーブル修理
　　　・SFP一次系停止：2021/6/1　～　2021/7/9

　・【共通】1～3号　SFP二次系共通冷却設備計装品点検及び事務本館ケーブル修理
　　　・SFP二次系停止：2021/6/1　～　2021/6/25

（予　定）
　

現
場
作
業

使用済燃料プール
への注水冷却

検
討
・
設
計
・
現
場
作
業

（実　績）
　・【共通】使用済燃料プールへの非常時注水手段として
　　　　　　コンクリートポンプ車等の現場配備（継続）

現
場
作
業

海水腐食及び
塩分除去対策
（使用済燃料プール
　薬注＆塩分除去）

（実　績）
　・【共通】プール水質管理中（継続）

【１，２，３号】循環冷却中

【１，２，３号】蒸発量に応じて、内部注水を実施

【１，３号】コンクリートポンプ車等の現場配備

【１，２，３，４号】ヒドラジン等注入による防食

【１，２，３，４号】プール水質管理

【1号】ＳＦＰ一次系停止

【２号】ＳＦＰ一次系停止

【3号】ＳＦＰ一次系停止

【共通】ＳＦＰ二次系停止 実績反映
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1号機 原⼦炉格納容器における⽔位安定の状況について

2021年7⽉29⽇

東京電⼒ホールディングス株式会社



経緯および概要

1

 1号機の原⼦炉格納容器（PCV）⽔位については，2⽉13⽇の地震以降，緩やかに低下傾向
が継続。 PCV⽔位等の関連パラメータの監視を強化していた。

 PCV⽔位の低下によって燃料デブリの冷却状態等に異常はなかったものの，当時，PCV⽔位を監
視する⼿段がPCV内に⼀定の間隔(約30cm)で設置した⽔位計や温度計からの評価に限られてい
たことから，⽔位の監視確保を⽬的にPCV⽔位を⽔位計L2設置⾼さ（約TP.+5,664mm）以
上に維持するよう，原⼦炉注⽔量を３m3/h と４m3/hで切り替えて運⽤。

 その後，PCV⽔位の上昇・低下傾向を連続的に把握するために圧⼒計を追設。6⽉4⽇よりPCV
⽔位の傾向評価の運⽤を開始するとともに，6⽉7⽇よりPCV⽔位を安定させるため原⼦炉注⽔量
を3.5m3/hに変更し，PCV⽔位の安定状態を監視してきた。

 注⽔量の変更後，およそ1か⽉程度の間，PCV⽔位の状況を確認した結果，作業等に伴う変動
等はあるものの，PCV⽔位は概ね安定していることを確認。

 このことから，今後は原⼦炉注⽔量を3.5m3/hで運⽤していくこととし，これまで実施していた監視
強化は7⽉16⽇午前0時をもって解除した。

 今後仮にPCV⽔位に⼤きな増減があった場合には，改めて原⼦炉注⽔量の微調整を検討する。
 また，1号機の注⽔量やPCV⽔位の低減については，今後のPCV内部調査関連作業の進捗状

況等をふまえ，2022年度以降に計画することを検討中。
 なお，PCV内の燃料デブリを安定して冷却できていることを確認しており， PCV⽔位低下以降，

PCV内温度やPCVガス管理システムの放射能濃度などのパラメータ等に有意な影響はなく，また，
PCVから漏洩した⽔は，原⼦炉建屋で受け建屋滞留⽔として処理しており，建屋外への漏洩がな
いことを確認している。
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1号機 PCV⽔位
PCV⽔位（実績） PCV⽔位（S/C窒素封⼊圧⼒からの計算値） 注⽔流量（実績）

（参考）追設した圧⼒計による⽔位評価とPCV⽔位計，温度計の挙動

2

 6⽉7⽇に注⽔量を3.5m3/hに変更して以降，作業等に伴う変動はあるものの，PCV⽔位は
概ね安定していることを確認した。

PCV⽔位計・温度計
による⽔位の実績

追設した圧⼒計を
⽤いた⽔位評価値

PCV圧⼒変化
（推定⾼さ）

PCV内関連作業の影響

6/7に注⽔量を3.5m3/hに変更後
PCV⽔位は概ね安定していることを確認

3m3/h 3m3/h

4m3/h 4m3/h 3.5m3/h

原⼦炉注⽔量



現状のPCV⽔位と当⾯のPCV⽔位の⽬標

3

T3(6564)

 当⾯（2022年度上期）のPCV⽔位の⽬標は真空破壊管ベローズ（伸縮継⼿）下端より上に設定

堆積物30cm程度

漏えい箇所

T7（12564）

T6（11064）

T4（7764)

T5（9764）

T1(5264)
T2(5964)

L1(5364)
L2(5664)
L3(6264)
L4(6864)

L6（7464)
L7（8064）

L5(7164)
真空破壊管ベローズ中⼼（約TP.6494）

真空破壊管ベローズ下端（約TP.6242）

窒素封⼊系ライン
（約T.P.4960）

PI
圧⼒計

● △

△

当⾯(2022年度上期)の⽔位の⽬標
（真空破壊管ベローズ下端付近以上）

圧⼒抑制室（S/C)

原⼦炉格納容器（PCV)

PCV底部床⾯ (4744)

現在の⽔位（7/29時点）



（参考）1号機 PCV⽔位低下計画について

4

年度 2021 2022 2023 2024〜

１Q ２Q ３Q ４Q １Q ２Q ３Q ４Q

PCV⽔位
イメージ

PCV⽔位

デブリ取
り出しに
向けた
PCV関連
作業
PCV⽔位
監視計器

 当⾯（2022年度上期）は，デブリ取り出しに向けたPCV関連作業のため，漏えい箇所があると推定している真空破
壊管ベローズ下端付近以上にPCV⽔位を維持（作業中におけるPCV圧⼒変動回避の観点等による）

 その後，原⼦炉圧⼒容器(RPV)温度，PCV温度を確認しながら，段階的にPCV⽔位を低下させ，最終的には，
圧⼒抑制室（S/C）⽔位の低下を⽬指していく。

準備作業
（⼲渉物撤去等） 内部調査関連作業

(⽔中ROV等)

⽔位評価
（試運⽤） ⽔位評価の運⽤開始

S/C⽔位低下へ
⽔位⽬標︓S/C中央付近

※

L2-T2間維持 真空破壊管ベローズ下端付近以上

L1以上の範囲で⽔位低下

影響確認⽅法の確⽴等
も含め，検討を継続

※詳細な⽔位⽬標は今後精査

※⽔位低下計画，⼯程については今後の検討状況により変更の可能性あり



（参考）PCV⽔位を安定させるための注⽔量（3.5m3/h）の設定根拠

5

 PCV⽔位低下の実績から，⽔位低下量※評価し，注⽔量を3.5m3/hとして設定
（従来の注⽔量3.0m3/hに，温度計T3~⽔位計L3の⽔位低下量（約0.5m3/h）を考慮）

※ PCV⽔位の低下速度とPCV平⾯積（PCV内機器等は未考慮）から⽔位低下量を概算評価
なお，PCV⽔位は⽔位計または温度計の各区間毎に直線的に低下したものとして評価

当⾯（2022年度上期）の⽔位の⽬標
（真空破壊管ベローズ下端付近以上）



（参考）RPV底部温度の推移

6

 2⽉13⽇の地震以降，RPV底部温度に異常なし。

PCV内関連作業の影響



（参考）PCV温度の推移

7

 2⽉13⽇の地震以降，PCV温度に異常なし。

PCV内関連作業の影響



（参考）PCVガス管理設備 Xe-135濃度の推移

8

 2⽉13⽇の地震以降， PCVガス管理設備のXe-135濃度に異常なし。



（参考）PCVガス管理設備 ダスト濃度の推移

9

 2⽉13⽇の地震以降， PCVガス管理設備のダスト濃度に異常なし。



（参考）３号機のPCV⽔位の状況

10

（S/C圧⼒から⽔頭圧換算で計算した評価値）

PCV⽔位 L3（接点式）TP.10064

MSペネ下端 約TP.9700

L2 TP.9264

計算⽔位は接点式⽔位計より
20〜40cm程度低め傾向

2/17温度計T3指⽰低下
（気相露出）

計算⽔位は地震前より
30〜40cm程度低下

2/14以降 計算⽔位が低下傾向
現在は概ね安定傾向

 2⽉13⽇の地震以降， 3号機のPCV⽔位についても30〜40cm程度の低下が発⽣したが，
注⽔量の変更等はせず，既に安定している状況。（PCV床⾯からおよそ5.5m程度の⽔位）



（参考）３号機PCV⽔位計・温度計の設置位置概要

11

2/13の地震前の⽔位

現在(7/29）の⽔位


